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◇京都女子学園における食育活動 附小 ラ ンチ
　栄養 ク リニ ックで は、京都女子学 園内における食育活動 も行 って いる。平成18年 度 か ら小大
連携 で取 り組んで きた京都女子大学 附属小学校 のラ ンチ(附 小 ラ ンチ)も 、三年 目にな り、今
















　全国の管理栄養士 ・栄養教諭養成校の中で、本学のような取 り組みをしている大学(学 園)
はなく、極めて特色ある食育活動と教育効果が期待されている。
附小 ラ ンチと学校食育(食 に関する指導)全 体計画 について
　 附属小学校 と栄養 ク リニ ック指導教員及 び学生 ボ ランテ ィア リーダー との検討 によ り、附小
の教育 目標、健康教育 の 目標、児童 の実態 を基 に 「附小 にお ける食 の指導 に係 る全体計画」 を
作成 して いる。公立小 学校 では年 間190回 以上 の学校給食 を生 きた教材 として、給 食指導 や教
科 との関連 によ る食 に関す る指導 が進 め られてい る。 附小 では手作 り弁 当のメ リッ トを生か し
なが ら、5期 に渡 る附小 ランチ及 び教室 での食育 を中心 に、 食育 の 目標 を達成す るために各期
のテーマ と食育 の視点 を定 め(次 頁表1参 照)、 これ に基 づ きラ ンチの献立作成 お よび指導を
行 ってい る。
　 附小 ラ ンチの食育 目標 は、 「望 ま しい食習慣 を身 に付 け、 自分 の健康 に配 慮 した食生活が 出
来 る子の育成」 と し、 文部科学省 が掲 げる6つ の食育 目標 を網羅 しなが ら、「食を選択す る能
力」 を最重 点課題 と して、 ラ ンチを生 きた教 材 と して、 楽 しく会食 し、栄養 のバ ランス、 いの
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表1　 平成20年度京都女子大学附属小学校　食に関する指導の全体計画(抜 粋)
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　 食べ よ う"
〈感謝 の心〉
"一年 の食生活
を振 り返 ろ う"
〈心身 の健康〉
*〈食育の視点〉 とは:食 に関する指導の手引(文 部科学省)に おいて、示 された食育の6つ の目
　　　　　　　　　 標:① 食事の重要性、②心身の健康、③食品を選択す る能力、④食文化、
　　　　　　　　　 ⑤社会性、⑥感謝の心。
ち ・食べ物へ の感謝、京 の食文化、京野菜、 マナー、役割分担な どにつ いて学べ るよ う工 夫 し
ている。
附小 ラ ンチの献立作成 と運営
　 ランチの献立 は、食物栄養学科教員(栄 養 ク リニ ック指導教員)指 導 の下、管理栄養士 ・栄
養教諭 を 目指す学生 が、 文部科学省 が定 め る 「児童生徒 の平 均栄養所要量」(平 成20年10月 か
らは 「学校給食摂取基準」 に改訂)に 基 づき、作成 してい る。上述 の食育 のテーマに即 し、 ア
レルギー対応(主 なア レルギー源 であ る卵 ・乳製 品 ・小麦 は使 わない)を 考慮 し、 附小の児童
が栽培収穫 した さつまい も ・もち米 や京野菜、地場産物 を使用 し、 おばん ざいや魚料理 を積極
的に取 り入 れ るよう、工夫 してい る。
　 ランチの実施献立 は、献立検討委員会 を開催 し、献立 内容 と食育 の視点等や嗜好 ・安全性 に
ついて検討 し、試 食の後、決定 してい る。委員会 には、 附小教頭、教諭、養護教諭、栄養 ク リ
ニ ック指導教員、不二家商事、法人及 び附小事務局 の他、献立立案 の学生、学生 ボラ ンテ ィア
の リーダー等 に も出席 して も らってい る。
　 附小 ラ ンチ は大 学A校 舎地下 の学生 食堂特別 室で行 われ、不二家商事 が調理 を担 当 して いる。
附小 ラ ンチで は、1ク ラスを20名 ずつA、Bの グルー プに分 けて、兄弟学級 のペア(1年 と6
年、2年 と4年 、3年 と5年 な ど)で1学 級 ずつ実施 され る為、1期 は12回 実施 とな るが、児
童 自身 は1～2ケ 月 に1回 、年 間5回 の ラ ンチを体 験す ることにな る。 この ことか らも、 ラン
チ献立 と食育テーマ及 び食育 は、極めて重要な意味を持 ち、効果的な食育 が求 め られ ることに
な る。
　 表2に 平成20年 度附小 ラ ンチの第1期 か ら第V期 まで の食育 のテーマ、献 立、写真等 を まと
めた。
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七夕(7月7日)、 京 のお ばん ざい、
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好き嫌 いせず、 いろいろな ものをバ ラ
ンスよ く食べる。




















さつ まい もご飯 きの このお こわ 丹波産黒豆と古代赤米のおこわ
秋刀魚 の蒲焼
小松菜 ・キ ャベ ツ・人参 のソテー添え
かぼ ちゃの コロ ッケ




具だ くさん のっぺ い汁 べ 一コ ンと野菜の スー プ お祝いうす くず汁












会食を楽 しむ。 会食を楽 しむ。 会食を楽 しむ。
いろいろな ものをバ ラ ンスよ く食 べ、
栄養 バラ ンスのよい食事 の大切 さを
知 る。
栄養 バ ランスのよい食事 の大切 さを
知 る。
食事 ・運動 ・休養 で寒 さに負 けない
か らだをつ くる。
いろいろな ものをバ ラ ンスよ く食べ、





































　毎回 の食育で は、 テーマ、献立説明、京野菜等 につ いて、 また、食後 に献立 に使用 され る食
品の三色食品群 につ いて クイズ形式 で指導を して いる為、 附小 ラ ンチ開始 当時 は、野菜 や魚料
理の ときは残菜が極めて多か ったが、最近 は 「完食」 を 目指す児童が多 く、残菜量 が減少 して
いる(残 菜量 を毎回測定 して いる)。
学生ボ ラ ンテ ィアの指導
　栄養 ク リニ ック指導教員 は学生 ボラ ンテ ィアへ の指導 も行 っている。学生 リーダーを中心 と
して、 ボラ ンテ ィアの募集 ・割 り当て、食育 の指導案 と媒体作成 の指導 を行 い、 リー ダーは毎
回、 ボ ランテ ィア学生へ の指導 ・助言等 を行 い、食育 の指導(京 野菜、三色分 け、早寝早起 き
朝 ごはん、 お弁 当、地産地消、 マナーな ど)が 徹底 され るよ うに指導体制 を整 えて いる。
　 ランチタイムには、適温配膳 を考慮 し、3名 のボラ ンテ ィアが食事(主 食、汁物)を 盛 りつ
け、 テーブルへの配膳 は高学年 の児童 が行 ってい る。 ボ ランテ ィアが、献立 のポイ ン トや食べ
方 な どの食育 を した後、兄弟学級 で楽 しく会食 し、片付 けも児童 たちがす るよ う指導 して いる。
　 ランチに行 かない児童 が残 ってい る附小教 室 において も、2名 のボ ランテ ィアが食育 を行 っ
てい る。
　献立 作成、媒体作成、 附小 ラ ンチ タイム及 び附小教 室での ボランテ ィアをす る学生 は、年間
延 べ300人 以上 になる。
　 3年 目にな り、 附小 ラ ンチは学生 に も認知 され るようにな り、食物 栄養学 科だけでな く、小
学校教 諭 ・幼稚 園教諭等 を 目指す教育学科や他学科の学生 もボラ ンテ ィア と して参加す るよ う
にな って来てい る。 ボラ ンティアを通 じて、教諭 と栄養教諭 の連携 による食 に関す る指導 のあ
り方 を学 び、児童 との コ ミュニケ ーシ ョン、 「食」 に関す る知識 を学 び、 健全 な食生活へ の実
践 な ど、健康な心身を育 む ための食育推進が学園 内で徐 々に浸透 して きて いるようであ る。
　 ボ ランティア学生 にア ンケー トを実施 した結果、附小 ラ ンチでの食育 や児童 とのコ ミュニケー
シ ョンな ど、実践力 向上 に期待 して参加 している学生が多 か った。一・昨年度 よ り栄養教諭 ・栄
養 職員 や幼稚園 ・保育園 の管理栄養士 として採用 され る者 が増 えてきて お り(平 成20年 度 は栄
養教諭 ・栄養 職員 として採用 され た者 が5名)、 附小 ラ ンチの教育 効果が少 なか らず あ るもの
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と思われ る。 ボラ ンテ ィアや児童 に対 す るア ンケー ト結 果の詳 細 については、次 の機会 に紹介
した い。
保護 者への食育
　附小 ラ ンチの食育 テーマや献立 のポイ ン ト、使用食材等 につ いて は、附小 で作成 した 「附小
ラ ンチタイム通信」 によ り保護者へ連絡 して いただ いて いる。 また、各期の附小 ランチが終 了
す る と、献立立案 の学生が作成 した レシ ピの配布 も行 って いる。大変好評で、児童 か らも催促
され る ことが多 く、 自宅で調理 をす る家庭 も多 い とのことで ある。
　昨年 に引き続 き、今年度 は、食育
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ク リニ ック指導教員 が附小 ランチの趣 旨を説明 した後、
献立立案者 の3回 生2名 よ り献立紹介 と食育 の視点等 について説 明を行 い、大変好評で あ った。
配膳等 も普段 ボランテ ィアを して いる学生が手伝 ったが、 このようなイベ ン ト参加 も学生 に とっ
ては良 い経験 にな った と思 われ る。
　 2月23日 には、 附属小学校育友会 の主催 で、 栄養 ク リニ ック指導教員 による食育講演 と同指
導員 によるお弁 当の調理実習 が開催 された。 ここで も学生 ボ ランテ ィアが、 テーブル リーダー
と して参加 し、 保護者 と一 緒 に学校 と家庭の連 携 による食育 について も学 んで もらった。参加
の 日(6月19日)に 先駆 けて、6月
18日 に1年 生 の保護者約30名 を対象
に、A地 下食堂特別室 にて試食会 を
開催 した。栄養 ク リニ ック指導教員
の説明 の後、学生 ボラ ンテ ィアによ
る食育 も行 い、保護者 の方 に附小 ラ
ンチを体験 していただいた。
　 また、 附属小学校 の改修竣工式 の
祝賀会(11月29日)に おいて、第 皿
期 の献立 を来賓、 関係者、保護者 な
ど約90名 の方 々に食 べていただいた。
一27一
した保護者か ら、「家庭 にお ける食育を もっと考え たい」「お弁当作 りが楽 しみ にな った」 「もっ
とこの ような機会 を増 や して欲 しい」 な どの感想 が寄 せ られた。
　以上、学園内における食育活動として、附小ランチを中心に紹介させていただいた。次年度
以降もさらに学園内の児童生徒及び保護者、教職員への食育の普及啓発及び、学生の実践教育
に努めたいと考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (中山)
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